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古典芸能－２ 
「学校・アート・出会いプロジェクト」実施メニュー【基本案】 

＊  内容は、事前打合せを行い各学校の状況に応じて変更を加えていきます。 
 

■ 基 本 情 報  

ジャンル 伝統芸能（邦楽） 

対象となる 
学年 

小学校 1､2､3､4､5､6  支援学級 
中学校 1､2､3  支援学級 
特別支援学校（小 中 高） 

対象となる 

科目（例） 
音楽 

実 施 

可能地域 
南丹、乙訓、山城 

実施回数 希 望 に よ り 複 数 回 可 能  
1回 の  
所 要 時 間  

   6 0～ 120分  

実施可能人数 10～ 60名 程 度  

実施団体 

団 体 名  京都三曲協会  

代表者名  岡田道明  

担当者名  山副妖山（渉外担当理事） 宮口順子（事務局）  

連絡先 
所在地等 

〒604-8811 
京都市中京区壬生賀陽御所町54-7 
 
TEL/ 075-841-3099    FAX/ 075-841-3099 
Email/ kyotosankyoku@gmail.com 

団体、講師の 
プロフィール 

京 都 三 曲 協 会 は 、 京 都 に お け る 三 曲 （ 箏 ・ 三 絃 ・ 尺 八 ）
の 普 及 ・ 発 展 及 び 会 員 相 互 の 親 睦 を 図 る こ と を 目 的 と し
て 、 1989年 1月 に 設 立 し ま し た 。 現 在 、 会 員 は 約 560名 で
演 奏 会 の 開 催 や 体 験 教 室 の 実 施 を 通 じ て 邦 楽 の 振 興 に 努
め て い ま す 。  
派 遣 地 域 や プ ロ グ ラ ム 内 容 に よ り 、 そ の 都 度 会 員 の 中 か
ら 適 任 者 を 選 任 い た し ま す 。  
 
https://kyotosankyoku.sakura.ne.jp/wp/ 

実施可能な 

時期（期間） 

基 本 的 に は 一 年 中 派 遣 可 能 。  
※ 会 場 の 準 備 に 約 1時 間 必 要 で す の で 、午 後 を 希 望 し ま す  
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■ 実 施 内 容  

対象となる 

プログラム 
体 験 ・ 合 同 鑑 賞 両 方  

テーマ 

（タイトル） 

も っ と 日 本 の 伝 統 文 化 を 知 っ て ほ し い  

～ 日 本 の 伝 統 楽 器 を み て 、 き い て 、 ふ れ て み よ う ～  

趣旨・目標 

ねらい 

日 本 の 代 表 的 な 楽 器 で あ る 「 箏 ・ 三 絃 ・ 尺 八 」 の 歴 史 を 知 っ

て 、 演 奏 を 鑑 賞 し 、 楽 器 を 体 験 す る 事 で 、 日 本 音 楽 の す ば ら

し さ に 興 味 関 心 を 持 っ て も ら い た い と 思 っ て い ま す 。  

全体計画 

（案） 

≪体験≫ 

① 日本音楽の歴史と楽器(箏･三絃･尺八)の解説をします。 

② 講師による演奏を鑑賞していただきます。 

③ 箏グループと尺八グループに分かれて「さくら」「校歌」等の曲

を体験していただきます。（体験曲は事前打合わせします。） 

≪合同鑑賞≫ 

古典から現代作品までアレンジも織り込んだプログラムを鑑賞して

いただきます。可能であれば簡単な楽器体験（箏・尺八）も実施しま

す。 

過去実績より 

①  楽器紹介(箏･三絃･尺八)：「六段」「鹿の遠音」「夕顔」 演

奏とともに楽器や日本音楽の歴史を解説 

②  箏のミニ体験コーナー 

③  鑑 賞：「春の海」（箏と尺八二重奏） 

④  演奏にあわせて歌おう：「勇気100％」「トトロさんぽ」「校

歌」 

実施場所 未定  

講師等 講師５人、スタッフ１人 

備 考 

・ 必 要 な 備 品 、 設 備 等  

① 箏 は 正 座 と 立 奏 が あ り ま す 。和 室 以 外 の 会 場 で は 立 奏 を お

勧 め し ま す 。 立 奏 で は 椅 子 に 座 っ て 演 奏 し ま す 。  

② 椅 子 、 机 （ 教 材 等 を 置 き ま す ） の ご 準 備 を お 願 い し ま す 。 

・ そ の 他 留 意 点  

① 貸 与 す る 箏 爪 や 楽 器 は 消 毒 を 徹 底 し ま す 。  

② 感 染 症 対 策 に つ き ま し て は 、 適 宜 配 慮 し ま す 。  

 


